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9 月 28 日（金）、29 日（土）に第 66 回若鷹祭開催されました。テーマ「花火～輝け、

この瞬間～」に思いを込め、展示発表では、一人ひとりが日頃の学習活動の様子や作品
・成果を、クラスや学年ごとに行事の様子を、部活動や委員会では日頃の活動を、それ
ぞれにまとめて発表しました。ステージ発表Ⅰの意見発表では 4 人の生徒が全校の前で
堂々と自分の意見を発表しました。また、一日目の若鷹杯（体育祭）ではクラス一丸と
なって練習の成果を存分に発揮していました。大きな応援の声も印象的でした。二日目
のステージ発表Ⅱでは吹奏楽部の素敵な楽しい演奏発表があり、その後の合唱コンクー
ルでは、各クラス、練習を重ねた元気でまとまりのある歌声を体育館に響かせました。
多くの保護者や地域の皆様方にもご来校いただき、大変ありがとうございました。  

 
↑〈美術部作製のステージバック〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈展示発表見学の風景〉             〈若鷹杯・大縄跳び〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

      〈若鷹杯・全員リレー〉                              〈音楽会の風景〉  

 

「 

 

第 66 回 若鷹祭 行われる 

 

 

 

 

  

合唱を全力で歌え、賞は取れなかったけれど、終わった後にす

がすがしかったのでよかったです。若鷹杯の台風の目では声が

けを頑張り、跳ぶ時間を短縮でき、作戦勝ちでした！（3 年生） 

中学校初めての文化祭。クラス展示は、頑張って作ったマルチ

ラックや皆との思い出もつまった「さるぼぼ」、短歌や意見文

をきれいに飾ることができてよかったです。（1 年生） 

音楽会では金賞は取れませんでした…。たくさん練習したので

悔しかったです。悔しいけれど 2 組は上手でした。来年は金賞

取ります！とても楽しく充実した若鷹祭でした。（2 年生） 



 
 
 
 
 
 
 学校をさまざまな形で支援してくださっている「チーム若鷹運営委員会」が１０月  
１７日（水）に行われました。読書・ふれあい、学習・地域交流、緑化・環境・安全、
スポーツ・文化の４つの領域から高綱中学校を支えてくださっています。今回は、年度
前半の活動の振り返りと、後半に向けての活動計画の検討が行われました。  

  
 

  今年度後半も学校として地域へ出て行く活動を続けていきます。地域の皆様も、今ま
で同様に学校運営へのご支援をよろしくお願いします。  
 

 
 
 
 

高綱中学校では、登下校時の生徒の命と安全を守る対応の徹底を目的として、１０月
１７日 (水 )より、完全下校時刻を１５時とし（今までより３０分早めて）、職員による
下校指導･通学路の巡視を強化しています。保護者の皆様や地域の方々にも、登下校時の
生徒の姿を、お散歩、お仕事に出かける際、畑や庭仕事の際等に見ていただけるとあり
がたく思います。大人の目がさまざまな所にあるということは、不審者対応の面からも、
交通安全対策の面からも有効だと思います。できる範囲でご協力をお願いします。  

 
 
 

 

１１月２９日（火）に、「地域貢献・交流 第２回」を行います。下記の場所で各ク
ラス午前９時過ぎから約１時間活動をします。保護者や地域の皆様、高綱中生を見かけ
ましたらぜひ一声おかけください。  

場 所  担当クラス  主な活動内容（予定）  

松本市歴史の里  １年１組  交流・清掃  

ものぐさ太郎記念碑・新村センター  １年２組  周辺整備・清掃  

島立中央保育園  １年３組  交流  

松本市歴史の里  １年４組  交流・清掃  

新村保育園  ２年１組  清掃  

ほたる公園  ２年２組  環境整備  

窪田空穂記念館  ２年３組  交流  

ゆめの里  ２年４組  交流・奉仕作業  

松本大学  ３年１組  交流 (参観 )  

高綱中学校（新村公民館の方を招いて）  ３年２組  交流（新村公民館の方々と） 

和敬保育園  ３年３組  清掃  

 

信州型･松本版コミュニティスクール事業  

～第 2 回「高綱中学校区地域応援団チーム若鷹」運営委員会の開催～  

ご協力をお願いします  ～子どもの命を守る～ 

 

運営委員会の際、生徒と直接話せる機会が設けられると良いの

ではないか。（来年度に向けて検討） 

生徒はグループ等少人数の中での発表はできるが、全体の場で

の発言を苦手としているようだ。 

「部活動指導員」の活用に関しては、学校と地域が協力して人

材のリストアップをしておく必要があるだろう。 

登下校時の「見守り隊」は難しいところであるが、散歩を下校

時に合わせる等関心を向けていただけるようにしたい。 

冬期の降雪時に、学校周辺の通学路の除雪をお願いできる方が

いるとありがたい。。 

お知らせ 


